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■貸借対照表の概要 【単位：百万円】

固定資産 36,156 固定負債 21,885
　　土地 57 　　資産見返負債 6,998
　　建物、構築物 23,830 　　長期借入金 14,146
　　機械及び装置 3,746 　　長期リース債務等 741
　　工具・器具及び備品 3,986 流動負債 11,729
　　図書 1,831 　　寄附金債務 2,086
　　ソフトウエア 2,086 　　前受受託研究・共同研究・受託事業費 782
　　投資有価証券 140 　　未払金 6,839
　　投資その他の資産等 476 　　賞与引当金 599
流動資産 12,119 　　その他 1,421
　　現金及び預金 4,368 負債合計 33,615
　　未収入金 7,248

　 　　医薬品及び診療材料 463 資本金 36,440
　  たな卸資産 28 資本剰余金 △ 19,089
　　その他 11 繰越欠損金 △ 2,690

純資産合計 14,660
資産合計 48,276 負債・純資産合計 48,276

建物、構築物（仮勘定を含む）　　２３８億３千万円（９億８千１百万円減）
　　　附属病院中央診療棟手術室増設工事の増（259）   附属病院ＮＩＣＵ増床等整備工事の増（199）
      府立医科大学創薬センター整備工事の増（53）　　  附属病院昇降機設備更新の増（77）
　　　府立医科大学看護学舎外壁改修工事の増（86）
      前期に計上した仮勘定の振替による減（△117）
　　　減価償却累計額の増（△1,652)

工具・器具及び備品　　３９億８千６百万円（９億９千５百万円増）
　　　附属病院及び北部医療センター電子カルテシステム整備による増（1,432）
      附属病院手術室増設工事及びNICU増床工事に伴う診療機器整備の増（278）
　　　北部医療センターマンモグラフィ及び電話交換機更新による増（78)
　　　減価償却累計額（除売却資産を除く）の増（△1,473)

ソフトウエア（仮勘定を含む）　　２０億８千６百万円（９億２千３百万円増）
　　　附属病院及び北部医療センター電子カルテシステム整備による増（2,130）
　　　前期に計上した仮勘定の振替による減（△1,135）
　　　減価償却による減（△170）

現金及び預金　　４３億６千８百万円（４億９千８百万円減）
　　　経常損失に伴う預金の減

未収入金   ７２億４千８百万円（２億１千万円減）
　　　３月入院診療実績減等による未収附属病院収入の減

長期借入金   １４１億４千６百万円（１８億３千６百万円増）
　　　電子カルテシステム整備、附属病院手術室増設工事等に伴う府借入金の増

繰越欠損金   △２６億９千万円（△１８億２百万円増）
　　　当期総損失の増

令和元年度決算の概要

資産の部 負債の部

純資産の部
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■損益計算書の概要 【単位：百万円】

教育経費 694 運営費交付金収益 8,324
研究経費 1,183 学生納付金収益 2,097
診療経費 22,302 附属病院収益 34,890
教育研究支援経費 322 受託研究等収益 2,425
受託研究費等 2,087 寄附金収益 738
人件費 24,364 補助金等収益 363
一般管理費 787 資産見返負債戻入 578
財務費用 27 雑益 567

経常費用合計 51,768 経常収益合計 49,985
経常損失 △ 1,783

臨時損失 20 臨時利益 0
目的積立金取崩額

当期総損失 △ 1,802

運営費交付金収益   ８３億２千４百万円（６億４千７百万円減）

附属病院収益  ３４８億９千万円（１１億８千４百万円増）

受託研究等収益  ２４億２千５百万円（２億１千３百万円増）

　　　附属病院精神病棟解体工事(受託事業)終了による減（△107)

　　　北部医療センターがん診療棟整備工事(受託事業)による増（245）

診療経費　　２２３億２百万円（１７億７千４百万円増）

　　　北部医療センター：医薬品費の増(52)、医療材料費の増(11)
 
 人件費　　２４３億６千４百万円（１億３千万円増）

　　　附属病院非常勤医師人件費の増(143)

　　　附属病院看護師人件費の減(△83)

　　　北部看護師人件費の増(63)

臨時損失　　２千万円

　　　固定資産除却損（△20）

　　　がん治療センター：保守委託費の増(313)、減価償却費の増(180)

　　　　　　　　　 委託料の増(242)、機器賃借料の増(129)

　　　附属病院：医薬品費の増(493)、医療材料費の増(415)

　　　附　 属 　病 　院　：入院診療収益の増(161)

　　　受託研究及び共同研究収益の増（80）

　　　　　                     外来診療収益の増(576)

　　　北部医療センター：入院診療収益の増（18）

　　　　　 　　　　　　　　　　外来診療収益の増（41）

　　　がん治療センター：入院診療収益の増(54)

　　　　　                     外来診療収益の増(337)

経常費用 経常収益
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人件費
24,364 

47%
診療経費

22,302 
43%

受託研究費等
1,402 

3%

研究経費
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2%

一般管理費
787 
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1%

受託事業費
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1%

教育研究支援経費
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1%
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27 
0%

経常費用
５１，７６８
百万円

附属病院収益
34,890 

70%

運営費交付金収益
8,324 
17%

受託研究費等収益
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5%

授業料収益
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4%

寄附金収益
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1%
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578 
1%

財産貸付収入等
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1%

補助金等収益
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1% 入学金収益

224 
0%

検定料収益
50 
0%

経常収益
４９，９８５
百万円
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業務費 120 6,981 31,491 904 7,666 3,789 50,953

教育経費 396 8 288 694

研究経費 863 34 284 1,183

18,284 735 3,283 22,302

(17,044) (247) (3,235) (20,527)

教育研究支援経費 185 5 130 322

受託研究費等 1,266 22 9 104 1,402

受託事業費 38 639 7 685

人件費 120 4,230 13,179 169 3,690 2,973 24,364

一般管理費 77 451 258 787

財務費用 2 23 1 27

198 7,435 31,515 904 7,666 4,048 51,768

199 3,845 1,138 106 609 2,426 8,324

(197) (3,818) (2,093) (0) (655) (2,206) (8,972)

学生納付金収益 839 1,257 2,097

 授業料収益 744 1,078 1,822

 入学金収益 85 138 224

 検定料収益 9 40 50

28,362 392 6,135 34,890

(27,631) (6,073) (33,705)

受託研究等収益 1,561 65 9 104 1,740

受託事業収益 38 639 7 685

寄附金収益 688 1 48 738

補助金等収益 104 177 66 14 363

雑　　益 247 174 59 86 567

資産見返負債戻入 110 97 193 72 104 578

199 7,435 30,015 692 7,593 4,049 49,985

0 0 △ 1,499 △ 212 △ 73 1 △ 1,783

(2) (10) (△ 162) (△ 361) (△ 15) (7) (△ 519)

　

13 382 1,109 246 184 147 2,084

　 　 　 　 　 　

△ 14 △ 4 △ 19

(△ 91) (△ 91)

　
0 0 △ 1,513 △ 212 △ 78 1 △ 1,802

(2) (10) (△ 254) (△ 361) (△ 15) (7) (△ 611)

注）数値については、単位未満切捨により、計が一致しない場合があります。

　（　　）は、平成３０年度決算額　

当期総利益
（当期総損失）

経
常
費
用

附属病院
北部医療
センター

府大区　　分 法人本部 医科大学
がん治療

研究センター

臨時損益

令和元年度公立大学法人決算におけるセグメント情報

　

減価償却費(再掲)

業務損益

計

経
常
収
益

計

附属病院収益

運営費交付金収益

診療経費

合計
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（単位：百万円）

元 30 元－30 増減理由

経常費用 7,435 7,446 △ 11
研究経費の減（△３１）
受託研究費等の増（８０）
人件費の減（△５８）

経常収益 7,435 7,457 △ 21
運営費交付金収益の増（２６）　　学生納付金収益の増（１２）
受託研究等収益の増（１７）
寄附金収益の減（△７２）

経常損益 0 10 △ 10

臨時損益 0 0 0

当期総利益 0 10 △ 10

経常費用 31,515 30,460 1,054

医薬品費の増(４９３)、医療材料費の増（４１５）
委託料の増（２４２）、機器賃借料の増（１２９）
人件費(退手除く)の増（１５２）
退職手当の減（△２５８）
受託事業費の減(△１０７)

経常収益 30,015 30,297 △ 281
運営費交付金収益の減（△９５５）
入院診療収益の増(１６１)　　外来診療収益の増(５７６)
受託事業等収益の減(△１０７)

経常損益 △ 1,499 △ 162 △ 1,336 　

臨時損益 △ 14 △ 91 77 固定資産除却損

当期総利益 △ 1,513 △ 254 △ 1,259

経常費用 904 398 505
保守委託費の増（３１３）　　人件費の増（１８）
減価償却費の増（１８０）

経常収益 692 36 655
運営費交付金収益の増（１０６）
入院診療収益の増(５４)　　外来診療収益の増(３３７)
資産見返負債戻入の増（１７７）

経常損益 △ 212 △ 361 149 　

臨時損益 0 0 0

当期総利益 △ 212 △ 361 149

経常費用 7,666 7,377 288
医薬品費の増(５２)、医療材料費の増（１１）
人件費（退手除く）の増（４１）　　退職手当の減（△５２）
受託事業費の増（２４５）　減価償却費の減（△３７）

経常収益 7,593 7,362 230
運営費交付金収益の減（△４６）
入院診療収益の増(１８)　　外来診療収益の増(４１)
受託事業収益の増(２４５)

経常損益 △ 73 △ 15 △ 58

臨時損益 △ 4 0 △ 4 固定資産除却損（△４）

当期総利益 △ 78 △ 15 △ 62

経常費用 4,048 3,796 252
人件費（退手除く）の増（５４）　退職手当の増（２２８）
一般管理費の減（△２８）

経常収益 4,049 3,803 246 運営費交付金の増（２１９）

経常損益 1 7 △ 5

臨時損益 0 0 0

当期総利益 1 7 △ 5

経常費用 51,768 49,674 2,094

経常収益 49,985 49,154 830

経常損益 △ 1,783 △ 519 △ 1,263

臨時損益 △ 19 △ 91 72

当期総利益 △ 1,802 △ 611 △ 1,191

注）数値については、単位未満切捨により、計が一致しない場合があります。

法人全体

セグメントにおける決算比較

医科大学

附属病院

北部医療センター

府立大学

最先端がん治療研
究センター

 5



6

経営改善策について

■大学部門

○外部資金の状況 (単位：百万円）

区 分 元年度 ３０年度 増 減

受託研究 １，３０７ １，３２４ △１７( 98.7%)

共同研究 ４３２ ３３５ ９７(129.0%)

寄附金 ７３８ ８１１ △７３( 91.0%)

小 計 ２，４７７ ２，４７０ ７

科学研究費補助金 ９０９ ８７８ ３１(103.5%)

合 計 ３，３８６ ３，３４８ ３８

■附属病院

○診療実績

元年度 ３０年度 増 減

患 入院（人) ２１７，４０３ ２２２，０４１ △４，６３８（ 97.9%）
者
数 外来（人） ５０８，２８２ ５０４，４２０ ３，８６２（100.8%）

診 入院（百万円） １９，０４７ １８，８６１ １８６（101.0%）
療
実 外来（百万円） ９，５２４ ８，９５２ ５７３（106.4%）
績

計 （百万円） ２８，５７１ ２７，８１３ ７５８（102.7%）

平均在院日数（日） １１．８ １２．０ △０．２

新規入院患者数（人） １６，９３９ １７，０５３ △１１４（99.3%）

救急患者数（人） １７，５９１ １８，９００ △１，３０９（93.1%）

手術件数（件） ８，６７９ ８，５０４ １７５（102.1%）

診療経費（百万円） １８，２８４ １７，０４４ １，２４０（107.3%）

医薬材料費 百万円 １１，９２９ １１，０２１ ９０８（108.2%）（ ）

医薬材料費率（％） ４１．７５ ３９．６３ ２．１２

【患者数】

入院は減少、外来は増加。入院は、10月からのNICU工事に伴う閉鎖の影響、2月からの新型

コロナウイルス感染症対応もあり、延べ患者数は減少となった。

【診療実績】

入院は、延べ患者数が減少したが、手術件数の増加等により、診療単価が増加したことか

ら診療実績も増収となった。

外来は、患者数の増加に加え、注射料の増加等により、診療単価が増加したことから診療

実績も増収となった。

【診療経費】

高額医薬品や高額医療材料を用いた診療の増加により、医薬材料費が増加し、診療経費も

増加した。
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■最先端がん治療研究センター

○診療実績

元年度 ３０年度 増 減

新規患者数（人） ２０３ １０ １９３

延べ患者数（人） ４，４５５ ７４ ４，３８１

診療実績（千円） ３９６，２５０ ３８０ ３９５，８７０

■北部医療センター

○診療実績

元年度 ３０年度 増 減

患 入院（人） ７５，４００ ７６，７２０ △１，３２０（ 98.3%）
者
数 外来（人） １４４，８３９ １４４，４９４ ３４５（100.2%）

診 入院（百万円） ４，０７６ ４，０６５ １１（100.3%）
療
実 外来（百万円） １，９５４ １，９１０ ４４（102.3%）
績

計 （百万円） ６，０３０ ５，９７５ ５５（100.9%）

平均在院日数（日） １２．３ １１．８ ０．５

新規入院患者数（人） ６，３５２ ６，５２６ △１７４（ 97.3%）

救急患者数（人） １２，９３６ １２，７６５ １７１（101.3%）

手術件数（件） ３，０８８ ３，１４０ △５２（ 98.3%）

診療経費（百万円） ３，２８３ ３，２３５ ４８（101.5%）

医薬材料費 百万円 １，６７５ １，６１０ ６５（104.0%）（ ）

医薬材料費率（％） ２７．７８ ２６．９５ ０．８３

【患者数】

、 、 、 、 、 。入院は 患者数 新規入院患者数とも減少したが 外来は 患者数 救急患者数が増加した

【診療実績】

入院は、患者数、新規入院患者数や手術件数が減少したものの、診療単価が上がったことに

より診療実績は増収となった。

外来は、高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加し、診療実績も増収とな

った。

【診療経費】

入札により委託費は減少したものの、医療機器等の高額修繕の増や、高額医薬品を用いた

診療の増により医薬材料費が増加したため、診療経費が増加した。



【貸借対照表】 （単位：百万円）

固定資産 36,156 35,351 804

有形固定資産 33,554 33,693 △ 139

　土　地 57 57 0

　建物、構築物
　(仮勘定を含む)

23,830 24,812 △ 981

附属病院中央診療棟手術室増設工事の増（259）
附属病院ＮＩＣＵ増床等整備工事の増（199）
府立医科大学創薬センター整備工事の増（53）
附属病院昇降機設備更新の増（77）
府立医科大学看護学舎外壁改修工事の増（86）
前期に計上した仮勘定の振替による減（△117）
減価償却累計額の増（△1,652)

　機械・装置 3,746 3,958 △ 212 減価償却累計額の増（△212）

工具、器具、
備品

3,986 2,991 995

附属病院及び北部医療センター電子カルテシステム整備による増（1,432）
附属病院手術室増設工事及びNICU増床工事に伴う診療機器整備の増（278）
北部医療センターマンモグラフィ、電話交換機更新による増（78)
減価償却累計額（除売却資産を除く）の増（△1,473)

　図　書 1,831 1,771 60

　美術品 98 98 0

　車両等 3 4 0

無形固定資産 2,229 1,305 923
附属病院及び北部医療センター電子カルテシステム整備による増（2,130）
前期に計上した仮勘定の振替による減（△1,135）
減価償却による減（△170）

投資、その他 372 352 20

　有価証券    140 120 20

　長期未収入金 232 232 0

　その他      0 0 0

流動資産 12,119 12,825 △ 705

現金及び預金 4,368 4,867 △ 498 経常損失に伴う預金の減

未収学生納付金 11 3 8

未収附属病院収入 6,665 6,965 △ 300 ３月入院診療実績減等による未収附属病院収入の減

その他未収入金 571 490 80

有価証券 0 30 △ 30

たな卸資産 28 29 0

医薬品・診療材料 463 426 36

その他 11 13 △ 2

48,276 48,177 99

固定負債 21,885 19,652 2,233

資産見返負債 6,998 7,307 △ 308

長期借入金 14,146 12,310 1,836
電子カルテシステム整備、附属病院手術室増設工事等に伴う
府借入金の増

長期リース債務等 741 35 705
電子カルテシステム機器の新規リース開始に伴う
長期リース債務の増（705）

流動負債 11,729 10,923 805

運営費交付金債務 0 26 △ 26  

寄附金債務 2,086 2,003 82 奨学寄附金の増(82)

前受受託研究・事業等 782 730 51 前受受託研究費の増(111)　　　前受共同研究費の減（△65）

未払金 6,839 6,539 300 電子カルテ整備等に伴う４月支払額増による未払金の増

その他 2,021 1,624 396

33,615 30,576 3,038

資本金 36,440 36,406 33

資本剰余金 △ 19,089 △ 17,917 △ 1,171

資本剰余金 646 688 △ 42

損益外減価償却等 △ 19,735 △ 18,606 △ 1,128 現物出資資産の減価償却に伴う減

繰越欠損金 △ 2,690 △ 887 △ 1,802

当期未処分利益 △ 2,690 △ 887 △ 1,802 当期総損失の増に伴う減

その他 0 0 0

14,660 17,601 △ 2,940

48,276 48,177 98

30決算 増減

負
債

純資産　計

負債　計

令和元年度京都府公立大学法人決算について

備　　　　　考項　　　　　目

資
産

元決算

負債・純資産　合計

資　産　合　計

純
資
産

参 考 
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(単位:百万円)

Ｒ元 Ｈ30 差額 増減理由

50,953 48,810 2,143

694 688 6

1,183 1,218 △ 35

322 287 34

22,302 20,527 1,774

医薬品費 8,259 7,712 546

医療材料費 5,350 4,920 430

その他 8,692 7,894 798

24,364 24,234 130

教員人件費（退手除） 7,550 7,555 △ 5

教員退職手当 436 249 186

職員人件費（退手除） 15,942 15,761 180

職員退職手当 415 646 △ 231

1,402 1,301 100

685 551 133

787 837 △ 49

27 27 0

51,768 49,674 2,094

8,324 8,972 △ 647

2,097 2,045 52

1,822 1,766 55

224 226 △ 2

50 51 △ 1

34,890 33,705 1,184

22,774 22,541 233

11,708 10,752 955

1,740 1,659 80

685 551 133
附属病院精神病棟解体工事終了(△107)
北部がん診療棟整備工事の増(245)

738 811 △ 73

363 413 △ 49

567 543 23

578 450 127

49,985 49,154 830

△ 1,783 △ 519 △ 1,263

2,084 2,003 80

20 91 △ 71

0 0 0

△ 1,802 △ 611 △ 1,191

受託事業費

一般管理費

寄附金収益

経
常
費
用

業務費

教育経費

研究経費

教育研究支援経費

診療経費
附属病院
　医薬品費の増(493)、医療材料費の増(415)
　委託料の増(242)、機器賃借料の増(129)
がんセンター
　保守委託費の増(313)、減価償却費の増(180)
北部
　医薬品費の増(52)、医療材料費の増(11)

人件費

附属病院非常勤医師人件費の増(143)
附属病院看護師人件費の減(△83)
北部看護師人件費の増(63)

受託研究費等 附属病院精神病棟解体工事終了(△107)
北部がん診療棟整備工事の増(245)

附属病院収益
附属病院　　　　　　　がんセンター[H31.3開始]
　入院診療収益の増(161)　入院診療収益(54)
　外来診療収益の増(576)　外来診療収益(337)
北部
　入院診療収益の増(18)
　外来診療収益の増(41)

入院診療収益

外来診療収益

学生納付金収益

授業料

入学金

入学考査料

【損益計算書】

臨時損失

臨時利益

当期総損益

補助金等収益

雑益

資産見返負債戻入

計

経常損益

減価償却費（再掲）

財務費用

計

経
常
収
益

運営費交付金収益

受託研究等収益

受託事業等収益
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【附属病院の診療実績、取組等】

入院（百万円） 19,047 18,861 186
・延べ患者数が減少したが、手術件数の増により診療単価が増加したことによ
り診療実績も増収となった。

外来（百万円） 9,524 8,952 573
・患者数が増加したこと、注射料の増加等により診療単価が増加したことか
ら、診療実績も増収となった。

計（百万円） 28,571 27,813 757

594 608 △ 14

87,610 84,944 2,666 ・手術件数の増等

84.3 84.9 △ 0.6 ・新規入院患者数の減、平均在院日数の減

11.8 12.0 △ 0.2

16,939 17,053 △ 114 ・NICUの工事に伴う閉鎖による減

2,118 2,067 51

18,738 17,746 992 ・注射料の増

手術件数（件） 8,679 8,504 175 ・手術室の増室による増

18,284 17,044 1,240

医薬材料費（百万円） 11,929 11,021 908

医薬材料費率（％） 41.75 39.63 2.12% ・高額医薬品の増

【北部医療センターの診療実績、取組等】

入院（百万円） 4,076 4,065 11
・患者数、新規入院患者数や手術件数が減少したものの、診療単価が上がった
ことにより、診療実績は増収となった。

外来（百万円） 1,954 1,910 44
・高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加し、診療実績も増
収となった。

計（百万円） 6,030 5,975 55

206 210 △ 4

54,064 52,989 1,075 ・化学療法患者等の増

75.6 77.4 △ 1.8 ・眼科等入院患者数の減

12.3 11.8 0.5 ・眼科等短期間入院患者の減に伴う増加

6,352 6,526 △ 174

603 592 11

13,487 13,214 273 ・化学療法患者等の増

手術件数（件） 3,088 3,140 △ 52 ・眼科手術の減

3,283 3,235 48

医薬材料費（百万円） 1,675 1,610 65

医薬材料費率（％） 27.78 26.95 0.83 ・高額医薬品の増

平均在院日数（日）

病床利用率（一般）（％）

平均在院日数（日）

項　　目

病床利用率（一般）（％）

新規入院患者数（人）

外来診療単価（円／人日）

診
療
実
績

新規入院患者数（人）

元決算項　　目

入院診療単価（円／人日）

診
療
実
績

外来患者数（人／日平均）

診療経費（百万円）

診療経費（百万円）

■附属病院及び北部医療センターにおける診療実績等経営指標の推移

外来患者数（人／日平均）

入院患者数（人／日平均）

備　　　　　　　　考

30決算

外来診療単価（円／人日）

入院患者数（人／日平均）

入院診療単価（円／人日）

比較

元決算 30決算

備　　　　　　　　考

比較

・高額医薬品や高額医療材料を用いた診療の増加により、医薬材料費が増加
し、診療経費も増加した。

・入札により委託費は減少したものの、医療機器等の高額修繕の増や、高額医
薬品を用いた診療の増により医薬材料費が増加したため、診療経費が増加し
た。
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